
皆さんからの情報をお待ちしています。
イベント紹介や募集、地区の出来事など、皆さんからの耳寄りな話をお寄せください。しみんのトビラ 秘書人事課  　23‐7623

info@city.shinshiro.lg.jp
問 本

em

TEL

レシピ：農村輝きネット・しんしろ

☆材料☆（約４人分）

☆作り方☆

米はぜ
砂糖

………４カップ
…………大さじ５

水
食紅
………小さじ４
…………少量

抹茶…………少量

①鍋に砂糖大さじ2杯半と水小さじ２を入れて中火にかける。砂糖が溶けたら食紅を少量加えて
ピンク色にし、中火で沸騰させる。

②①が煮立って小さな泡がフツフツと見えたら、すぐに米はぜ２カップを一度に加え、火を止め
る。米はぜに砂糖の結晶が付いてほんのりピンク色になるまで、菜箸でしっかり混ぜ合わせる。

③同じようにして、食紅を抹茶に替え緑色のあられを作る
④器に和紙を敷き、ピンクと緑のあられを盛り付けて出来上がり。

米はぜ米はぜ

春の市民茶会といけばな諸流展

　展示室に一歩踏み入れば、そこは優雅な花々の
世界！３階ではお茶会をお楽しみいただけます。
　春の市民茶会
　３月18日㈰　午前10時～午後３時
　新城文化会館
　301講習室：宗徧吉田流、和室：裏千家
　お茶券二席　800円
　当日券一席　500円
※券取り扱いについては、茶華友の会へご連絡く
ださい。

いけばな諸流展
　３月17日㈯　午前９時～午後５時
　３月18日㈰　午後９時～午後４時
　新城文化会館展示室
　無料

時

所

¥

時

所

¥

市文化協会　茶華友の会　　23‐3266（今泉）問 TEL

春季新城書道展

　新城書道クラブ恒例の春の展覧会
です。春らんまん、墨の香りに包ま
れ、書をお楽しみください。
３月30日㈮～４月１日㈰
午前９時～午後５時　

※１日は午後４時まで
新城文化会館展示室
無料

時

所

¥

市文化協会書道クラブ
　22‐3196（金子）

問
TEL

　「米はぜ」は、1901年にアメリカの研究
者が実験中に偶然作り方を発見し、「パフラ
イス」として売り出したことが始まりで
す。地域によっていろいろな呼ばれ方をし
ます。例えば「ぱっかん」、「ドンがし」、「米
はじき」、「とっかん」、「パットライス」など
があり、その多くは出来る過程の音に由来
するものが多いです。

に
結
核
へ
の
関
心
が
薄
れ
、
予
防
に
対
す

る
意
識
も
薄
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

結
核
を
発
症
し
て
も
そ
れ
と
気
付
か
ず
に

受
診
が
遅
れ
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
最
近
の
日
本
の
結
核
患
者
の
傾
向

を
み
る
と
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者
が
６
割

を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
結

核
が
ま
ん
延
し
た
と
き
に
感
染
し
若
い
頃

は
発
症
が
抑
え
ら
れ
て
い
た
の
が
高
齢
に

な
っ
て
免
疫
力
が
落
ち
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
発
症
す
る
人
が
増
え
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
に
対
し
て
結
核
に

か
か
る
割
合
（
罹
患
率
）
は
、
東
京
な
ど

の
大
都
市
圏
で
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

 

結
核
っ
て
ど
う
や
っ
て
う
つ
る
の
？

　
結
核
を
発
症
し
た
患
者
は
、
あ
る
程
度

症
状
が
進
む
と
、
体
内
で
増
殖
し
た
結
核

菌
を
体
の
外
に
排
出
（
排
菌
）
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
結
核
患
者
の
せ

き
や
く
し
ゃ
み
に
、
結
核
菌
が
混
ざ
っ
て

空
気
中
に
飛
び
散
り
ま
す
。
そ
れ
を
周
囲

の
人
が
直
接
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

人
か
ら
人
へ
感
染
し
ま
す
。

 
結
核
の
検
査
方
法
は
？

　
結
核
の
検
査
に
は
、
胸
部
Ｘ
線
撮
影
お

よ
び
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
画
像
検
査
、
痰
な
ど
の

検
体
を
採
取
し
て
行
う
細
菌
検
査
、
遺
伝

子
検
査
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
検

査
に
よ
り
「
結
核
の
診
断
」
と
「
感
染
性

の
診
断
」
を
行
い
ま
す
。
細
菌
検
査
で
は

さ
ら
に
細
か
く
、
痰
な
ど
の
検
体
を
ガ
ラ

ス
板
に
塗
り
、
顕
微
鏡
で
菌
の
有
無
（
感

染
性
）
を
調
べ
る
塗
沫
検
査
、
結
核
菌
を

鑑
別
し
、
ど
の
薬
が
効
く
の
か
を
調
べ
る

薬
剤
感
受
性
検
査
を
行
う
た
め
の
培
養
検

査
な
ど
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
近
年
は
、
少
量
の
菌
で
も
短
時
間
で
結

果
が
出
る
遺
伝
子
検
査
が
普
及
し
、
診
断

の
遅
れ
に
よ
る
感
染
の
拡
大
を
防
ぐ
こ
と

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

 

こ
ん
な
と
き
は
医
療
機
関
へ
！

　
結
核
の
初
期
症
状
は
風
邪
と
よ
く
似
て

い
ま
す
。
せ
き
や
痰
の
症
状
が
現
れ
た
ら

マ
ス
ク
の
着
用
を
心
が
け
、
２
週
間
以
上

症
状
が
続
い
た
ら
、
早
め
に
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。
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結
核
っ
て
今
も
発
症
し
て
い
る
の
？

　
「
結
核
」
は
過
去
の
病
気
だ
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？
実
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
本
国
内
で
は
、
毎
年
約
１
万
８
千

人
が
新
た
に
結
核
を
発
症
し
て
い
ま
す
。

　

結
核
は
「
結
核
菌
」
と
い
う
細
菌
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気
で
す
。
結

核
菌
は
、
体
内
に
入
り
込
み
増
殖
し
た
場

所
に
よ
っ
て
、
肺
結
核
、
腸
結
核
、
腎
結

核
な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
日
本
で
は

こ
の
う
ち
「
肺
結
核
」
が
結
核
患
者
の
約

８
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
結
核
菌
が
肺
の
中
で
増
殖
し
発
症
す
る

と
、
せ
き
、
痰
、
発
熱
な
ど
風
邪
の
よ
う

な
症
状
が
現
れ
ま
す
。
ま
た
、
体
重
減
少
、

倦
怠
感
、
寝
汗
を
か
く
な
ど
の
症
状
が
現

れ
、
病
気
が
進
行
す
る
と
血
の
混
じ
っ
た

痰
が
出
始
め
、
さ
ら
に
重
症
に
な
る
と
血

を
吐
い
た
り
、
呼
吸
困
難
に
陥
っ
た
り
し

ま
す
。

　
明
治
時
代
以
降
、
近
代
化
に
よ
る
都
市

部
へ
の
人
口
集
中
に
伴
い
、
若
い
人
が
結

核
に
多
く
罹
患
し
、「
国
民
病
」
と
恐
れ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
戦
後
、
国
を
挙
げ
て

の
予
防
や
治
療
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

結
核
に
よ
る
死
亡
者
・
死
亡
率
は
激
減
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
近
年
で
も
、
約
１
９
０
０
人
が

結
核
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
（
厚
生
労
働

省
：
平
成
28
年
結
核
登
録
者
情
報
調
査
年

報
）。

　
日
本
で
は
、
結
核
患
者
の
減
少
と
と
も

古
く
て
新
し
い
感
染
症

　
　

「
結
核
」
に
ご
注
意
を
!!
市民病院
診療支援部

た
ん

り   

か 

ん

臨床検査課
監修

市
民
病
院
（
代
表
）　
　
22 -  

2
1
7
1

問

TEL

結核予防キャラクター「シールぼうや」
（公共財団法人　結核予防会より）

と   

ま 

つ

食材と豆知識、食材を利用した１品を紹介します。今月の食材
豆 知 識

食材を使った１品『春色雛あられ』


